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絵
画

古
都
の
秋
（
117
㎝ ×
91
㎝ ）　

　
梅
本

敏
彦
（
退
教
互

　
宮
与
支
部
）

第
49
回
教
美
展
出
品
作
品

TOPICS ウォーキングチャレンジ

LINE 公式アカウント ユーザー登録はこちら

２P
３P

４・５P
８・９P
１２P

報告「業務会計監査」
案内「退職特集」
募集「囲碁大会 中央大会」
報告「福利厚生アンケート結果」
チケット・ガイド
案内「ホームページリニューアル」

参加無料　ぜひご参加ください
応募期間　11/15～2/1の賞品

京かすてら/プレーン５切
（三源庵）５名

事業などの最新情報をお届け！

ローチケbiz＋や
ACチケットの
利用に

このマーク表示のある
事業は、加入5年以内の
組合員の割引対象事業
です。（年度1回限り）

加入5年
以内割引
対象事業

ログインは
こちら

レストランお食事券 4名
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給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

10
月
17
日
～
11
月
1５
日
受
付
分

↓
12
月
16
日
送
金

11
月
18
日
～
12
月
10
日
受
付
分

↓
２
０
２
５
年
１
月
16
日
送
金

※
請
求
内
容
の
確
認
に
時
間
が
か

か
り
、
処
理
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
、
翌
月
の
給
付
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

12
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
12
月
19
日
（
木
）
に
引
き
落
し

が
あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が

不
足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記

載
し
た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
２

か
月
分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送

付
し
ま
す
。
11
月
分
・
12
月
分
は

12
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
10
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営

委
員
・
支
部
長
合
同
会
議
で
は
、
来

年
度
以
降
の
事
業
内
容
等
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
退
職
教
職
員
の
つ
ど
い
は

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
、
講
演
会
と
懇

親
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

支
部
サ
ー
ク
ル
発
表
と
講
演
会
を

京
都
市
内
・
南
部
地
域
・
北
部
地

域
を
一
年
ご
と
の
輪
番
で
開
催
す

る
方
針
と
し
ま
し
た
。
な
お
来
年

度
は
舞
鶴
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に

つ
い
て
は
、
支
部
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
、
隔
年
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
み
ず
ほ
、
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
で

実
施
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　

支
部
の
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
、

健
康
な
組
合
員
の
生
き
が
い
事
業

を
支
援
し
、
支
部
活
動
の
活
性
化

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
１
サ
ー

ク
ル
あ
た
り
年
間
２
千
円
の
補
助

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
流
で
は
、
支
部
役
員
の

担
い
手
に
つ
い
て
、「
組
合
員
に

現
職
時
か
ら
互
助
組
合
が
大
切
だ

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
」「
支
部
だ
よ
り
な
ど
広
報
物

を
学
校
現
場
で
読
ん
で
も
ら
う
努

力
を
し
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

運
営
委
員
・
支
部
長

合
同
会
議
報
告

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

クーポン情報をチェックして

レストラン・飲食店・カラオケ店をお得に利用しよう ！

＜問い合わせ＞ 総務部 ℡ 075-771-6186

ユーザー名
パスワード

忘年会・
新年会に

どこからでもオンラインで利用可能！（一部店舗除く）
支払時に割引クーポンを提示するだけでOK

利用対象 組合員とその家族

利用方法 ①互助組合HP［割引・優待クーポン］をチェック
 下記二次元コードから、ユーザー名・パスワード
を入力して、サインイン

②店舗で支払い時にクーポンを提示
＊他のクーポンとの併用不可
＊クーポンの印刷が必要な店舗あり
＊事前予約が必要な店舗あり。
　一部利用可能期間の制限あり。
　各クーポン記載の注意事項を
　確認の上、ご使用ください。

団体割引契約施設について

【法人都度利用の変更】
下記コードから①WEB入会登録→②WEB
決済登録後に、「都度利用」をした場合、法
人都度利用会員証発行手数料1,100円（税込）
が不要！
※身分証番号を入力する欄に互助組合
の組合員証番号（数字 8桁）を入力。
WEB入会の登録後、コスパのインター
ネットサービスの「会員サービス」から
ログインし、利用日を選択、WEB決
済手続きを完了すると入館用QRコー
ドが発行されます。

フィットネスクラブ コ・ス・パ

▶

WEB入会登録方法

▶

WEB決済登録方法

＜登録方法や利用についてのお問い合わせ＞
㈱COSPAウエルネス ℡ 06-6262-3474（平日 9時～17時）

会員登録は
こちら

▶

対象店舗・クーポン
情報はこちら

予
防
接
種
は
給
付
対
象
外
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接

種
の
費
用
は
、
健
康
保
険
適
用
外

の
た
め
、
療
養
補
助
金
給
付
対
象

外
で
す
。

﹁
医
療
給
付
証
明
書
﹂
は

２
月
７
日
以
降
に
発
行
し
ま
す

　
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
必

要
な
「
医
療
給
付
証
明
書
」
は
、

２
月
７
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
退
職
互
助
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
２
月
中
に
必
要

な
方
は
、
１
月
1６
日
必
着
で
、
12

月
分
ま
で
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
請
求
さ
れ
た
療
養
補
助
金
に
不

備
や
追
加
請
求
が
あ
る
場
合
は
、

３
月
初
旬
以
降
の
発
行
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
発
行
か
ら
ご
自
宅
に

届
く
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
の
相
談
日
の
予
約
等
は

余
裕
を
も
っ
て
設
定
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
６
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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事 業 報 告
～由良川源流　深い森の魅力を感じた～

11/9（土）　203人　京都教育文化センター

由良川源流の側でどっしりと構える桂の巨木

　今年度は総合地球環境
学研究所所長で京都大学
前総長の山極壽一氏を迎え
「新たな自分を発見しよう
～これから目指すべき社会
とは～」と題して講演会を
実施しました。
山極氏は人類の進化の

過程からみて、他の生物に
はないどのような特徴があるのか、また、人類によってどのように社会
構造が作られてきたのかを説明し、人間だからこそ今後歩んでいくべき
社会について、現代の社会情勢を踏まえながら話されました。
そして、「老齢化して現れる（身体の）特徴は、子どもと仲良くなれと
いう印なのではないかと思っている。（人間は）共同保育によって子ども
たちを通して他人に喜んでもらえるような行動が生まれた。老齢者では
この行動をすることによってストレスホルモン値を下げ、心臓疾患を減
らし、免疫系を強める効果が表れることが証明されている。中立の立
場に立って仲裁する能力、遊びを提案し子どもたちに優しく接すること
ができる能力、刺激に鈍感であるというのが老年期の重要な特徴だ」
「その経験と知力を持って世界を変えていただきたい」と述べ、老い
の達人＝「達老」時代を過ごそうと呼びかけられました。

　園部駅で集合し、貸切バスで芦生へ。下
谷の林道を経験と知識豊かな現地ガイド
の案内でゆったり歩きました。昼頃に降り始
めた雨は、紅葉前の木々や深い森の苔を
綺麗に見せてくれました。由良川源流の水
音と心地よい風が時折森の中を吹き抜け、
雄大な自然を体感できました。
　参加者から「ガイドさんに木のこと、様々
な植物のこと、岩のこと、鹿の害のこと、たく
さん教えてもらいました。いい時間でした」
などの感想が寄せられました。

11/1（金）　38人
京都大学フィールド科学教育研究センター

芦生研究林（南丹市美山町）

自然観察会 第43回京都退職教職員のつどい山極壽一氏講演会

第61回京都教職員囲碁大会
中央大会は個人戦と団体戦を実施！両日とも参加できます。

募集チーム数
クラス

2/１(土) ９時30分～16時30分

3人で１チーム（棋力順に主将・副将・３将）
※全対局ハンデ戦
12チーム（最少催行チーム数８チーム）

京都教育文化センター 京都教育文化センター

団体戦 個人戦

参加者募集
参加費無料

自由エントリー枠 ※新しい枠ができました。

参加資格 組合員、京都府内の教育関係者とその家族

編　　成 ブロックを限定しない３人で１チーム

出場方法
①３人１組のチームを作り申し込む または
②１人又は２人で申し込む
　(締切後、事務局で3人1組のチームを編成)

2/2(日) ９時30分～16時30分

組合員、京都府内の教育関係者とその家族
名人戦（無差別）・・・・・・・・・・
段位戦（初段以上）
級位戦、初級・初心者戦

～「達老」時代を過ごそう！～

日　　時 日　　時

会　　場 会　　場

構　　成 参加資格

■申込方法 下記二次元コードから申込またはTEL・FAX

■申込締切日 1/20（月）

■お問い合わせ
囲碁大会係

TEL 075-752-0540
FAX 075-771-6180

※参加者全員の❶組合員番号❷氏名
❸団体戦または個人戦（クラス）❹棋力❺連絡先

申
込
は

こ
ち
ら※ブロック代表枠での参加を希望される方は、12/25（水）までに

支部責任者または囲碁大会係までお電話ください。

総互先

ハンデ戦

2
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亀
岡
市
に
西
垣
さ
ん
を
訪
ね
る
。

現
職
時
代
は
小
学
校
教
諭
と
し
て
、

「
た
く
ま
し
い
身
体
と
心
を
育
て

る
」
こ
と
を
目
指
し
、
赴
任
し
た

す
べ
て
の
学
校
で
始
業
前
の
ペ
ー

ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
、
自
ら
児

童
の
先
頭
を
走
っ
た
。
全
員
が
一

定
の
ペ
ー
ス
で
走
る
日
と
、
児
童

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

目
標
に
挑
戦
で
き
る

日
を
つ
く
り
、走
力
・

体
力
、
諦
め
な
い
精

神
力
の
定
着
・
向
上
に
努
め
た
。

そ
の
よ
う
な
中
か
ら
は
箱
根
駅
伝

や
マ
ラ
ソ
ン
ア
ジ
ア
大
会
で
活
躍

す
る
選
手
も
現
れ
た
。

　
「
組
織
を
陰
で
支
え
る
こ
と
が

向
い
て
い
る
」
と
話
さ
れ
る
よ
う

に
、
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
教
育
研

究
会
、
体
育
連
盟
な
ど
で
、
陸
上

大
会
の
企
画
・
運
営
や
京
都
国
体

の
準
備
な
ど

に
携
わ
っ
て

き
た
。
教
育

現
場
に
留
ま

ら
ず
、
町
内

で
も
町
民
運

動
会
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大

会
を
企
画
し
、
今
で
も
請
わ
れ
て

色
々
な
役
を
担
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
自
身
が
立
ち
上
げ
た
退
職

校
園
長
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

だ
。
２
か
月
に
１
回
の
活
動
日
を

メ
ー
ル
で
案
内
す
る
の
も
西
垣
さ

ん
の
仕
事
。
こ
の
ペ
ー
ス
だ
と

中
々
上
達
し
な
い
と
、
別
途
教
室

に
通
い
、
自
主
練
習
を
欠
か
さ
な

い
。
ス
コ
ア
と
そ
の
日
の
反
省
点

を
エ
ク
セ
ル
に
メ
モ
し
、
日
々
技

術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
す
る
時
は
ピ
タ

ッ
と
し
た
服
を
着
る
で
し
ょ
う
？

お
腹
が
出
て
き
た
の
が
気
に
な
っ

て
ね
」
と
話
す
西
垣
さ
ん
。
友
人

が
成
功
し
た
減
量
方
法
を
聞
き
、

禁
酒
を
決
意
。
代
わ
り
に
自
家
製

豆
乳
を
飲
む
よ
う
に
な
り
減
量
に

成
功
。「
サ
プ
リ
を
飲
む
く
ら
い

な
ら
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
方
が

余
程
ま
し
」
と
朝
か
ら
魚
を
食
べ

た
り
、
黒
豆
が
健
康
に
良
い
と
聞

い
て
か
ら
は
、
自
ら
炊
い
て
毎
日

食
べ
、
毎
年
お
せ
ち
も
自
作
す
る

な
ど
、
西
垣
さ
ん
の
ま
め
さ
が
伺

え
る
。

　
「
今
日
や
る
こ
と
が
な
い
こ
と

と
、
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
一

番
よ
く
な
い
。
庭
の
手
入
れ
や
愛

犬
の
世
話
、
家
庭
菜
園
で
沢
山
採

れ
た
野
菜
を
近
所
の
人
に
配
る
な

ど
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
も
技
術
の

向
上
以
上
に
交
流
を

楽
し
む
こ
と
が
元
気

の
秘
訣
」
と
の
こ
と
。

　
ま
も
な
く
91
歳
を

迎
え
る
西
垣
さ
ん
。「
私
は
ト
ッ

プ
に
立
つ
だ
け
の
力
量
は
な
い
し
、

優
れ
た
素
質
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
誰
も
が
等
し

く
与
え
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
人

様
以
上
に
時
間
を
か
け
れ
ば
必
ず

人
並
み
に
で
き
る
の
だ
と
自
覚
し
、

諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

自
分
が
良
い
と
思
っ
て
し
た
こ
と

で
、
皆
が
喜
ん
で
く
れ
た
ら
そ
れ

で
十
分
」
と
、
謙
虚
な
西
垣
さ
ん
。

そ
の
優
し
さ
が
多
く
の
方
と
の
繋

が
り
を
保
ち
、
健
や
か
に
過
ご
せ

る
所
以
で
あ
ろ
う
。（

記　
矢
野
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
張
合
い
の
あ
る
日
々
を

亀
岡
支
部
　
西
垣
　
重
治
さ
ん
　　

愛犬を抱く西垣さん

マイボールとスコア表

4
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ホームページ リニューアル！ スマホ対応でより便利に
2024年12月にホームページをリニューアル

スマートフォンへの対応やデザインを一新し、使いやすく見やすいホームページへ

● デザインやメニュー構成の見直し
● スマートフォンなど、モバイル端末

からの閲覧にも対応
● 健康保険証の変更や、互助組合報

への寄稿などの画像投稿も可能に！
● 各支部が発行している
　「支部だより」も閲覧可能に（予定）

HPはこちら
 京都　互助組合  で検索
https://www.kyokyogo.or.jp/

リニューアルの主な内容

退職組合員のサイトの主な変更点について

スマートフォンへの対応やデザインを一新し、使いやすく見やすいホームページへスマートフォンへの対応やデザインを一新し、使いやすく見やすいホームページへ

支部だよりが閲覧可能に
（予定）

画像の投稿は
こちらから

※ホームページのリニューアルに伴い、ページのURLが変更になっている箇所があります。ブラウザの「お気に入り」「ブックマーク」などに
登録している場合は、新しいURLへの変更をお願いします。

※支部事業ページについては、今後、掲載内容等の検討を行い運用を開始します。

※ハンドブックを閲覧するには、ユーザー名・パスワード と入力

お得な情報
お得情報を集約 ！
各種クーポン、割引契約
などお得な情報を
まとめています。
ユーザー名・パスワード
ともに                と入力

よく利用されている
目的別メニュー
事業申込やクイズの回答、
各種変更届や給付事業一覧
など、利用頻度の高いものを
まとめています。

互助組合報・ハンドブックが閲覧可能

文字サイズの変更が可能に
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北支部

　琵琶湖周航船ミシガ
ンクルーズと大津プリ
ンスホテルでのランチ
を楽しみました。青い
空に少しの白い雲、水
鏡となった湖面は湖畔
の景色をくっきりと映
し、船のスタッフも思わず写真を撮ったというよ
うな好天に恵まれ、船内でのスタッフによるショ
ーを見たり、デッキで流れる風景を愛でたりして、
約 2時間のクルーズを堪能しました。
　下船後は、プリンスホテル3６階の和食レスト
ランで、同テーブルの者同士交流しながら、ラン
チと見下ろす景色を味わいました。一同大満足の
一日となりました。

（記　山崎　響子）

琵琶湖ミシガンクルーズ＆ランチ会
西京支部

　現地ガイドの案内で、絶滅危惧種のベニバナヤ
マシャクヤクを鑑賞しました。希少な花が群生し
ており驚いたとともに、この花を守るための地元
の方々の苦労も知ることができました。
　天候に恵まれ、のんびりとかやぶきの里も散策
し、ランチには鹿肉料理をいただき大満足。魅力
いっぱいのバス旅行で親睦も深まりました。

（記　岸本　益子）

ベニバナヤマシャクヤク鑑賞とかやぶきの里散策会

左京南支部

『加齢により心身が衰えた状態になる』のは自
然のことです（＝フレイル）。それでも、講座の
チェック表で示された〈片足立ちで靴下をはけな
い〉〈階段を上がるのに手摺りが必要〉・・などの
項目をみて、「そんなことはない」「まだ、行ける」
と、気持ちの上で抵抗している自分がありました。
　講師の松橋秀男さんは、フレイルは改善すると
言って、フレイルの予防の一つとして筋力をつけ
るため、いくつかの全身体操を提案してください
ました。今回は、床にマットを敷いて、実際に筋
トレ（ロコトレ）を実践。激しい運動ではありま

せんが、筋力の衰え
をやや実感しました。
そして運動を継続す
ることの大切さも改
めて感じました。
�（記　高木　政江）

老化を防ぐ筋トレ講座
伏見支部

　西陣町家「古武家」
を訪問。当主古武博司
さんのお話では、古武
家のある場所は世尊寺
跡で三蹟の一人藤原行
成の屋敷跡。行成はド
ラマでは道長のために
度々一条天皇の説得役
をしている蔵人頭。古武さんの案内で「光る君へ」
の町歩きをした。古武家から大宮通を西へ、一条
大宮下がるに一条天皇里内裏跡。一条通を東へ、
堀川通に数々の伝説のある「戻橋」に着く。堀川
一条を北へ100メートル行くと安倍晴明を祀る晴
明神社。何とここは千利休屋敷跡。京都は掘れば
遺跡。平安、室町、安土桃山、江戸、そして近代
と現代、全てあった町歩きであった。

（記　小宮山　繁）

西陣町家と光る君へ

亀岡支部 歌とピアノのコンサート
　ガレリアかめおか響ホールで『片山映子＆井上なおみコンサート』を開
催。片山さんのソプラノ歌唱と井上さんのピアノ伴奏と独奏で、心和むひ
とときを過ごしました。参加者からは、「親しみのある曲もあり、懐かし
い歌を素晴らしい声で聴かせていただき、ピアノのソロ演奏にも引き込ま
れ、本当に楽しく心躍る時間でした」「心がゆったりと落ち着き日頃の慌
ただしさや淋しさをしばし忘れました」「『金子みすゞの世界』が特によか
ったです」「『旅立ちの日に』は、かつての卒業式を想い出し、目が潤みました」などの感想が寄せられ
ました。みんなで歌う曲目もあり、会場が一つになりました。� （記　数井　洋次）

互助組合報退教互版 2024．12.15
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生
誕
１
４
０
年
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
展

大
正
浪
漫
と
新
し
い
世
界

　
岡
山
の
夢
二
郷
土
美
術
館
が
所

蔵
す
る
選
り
す
ぐ
り
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
中
心
に
、
最
新
の
研
究
に

基
づ
く
視
点
か
ら
選
ん
だ
作
品
や

資
料
な
ど
約
１
８
０
点
に
よ
り
夢

二
の
画
業
と
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

１
月
18
日（
土
）～
３
月
16
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般　
１
３
５
０
円

大
高
生　
　
９
９
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

モ
ネ　
睡
蓮
の
と
き

　
印
象
派
の
巨
匠
ク
ロ
ー
ド
・
モ

ネ
。
日
本
初
公
開
作
品
７
点
を
含

む
、
約
50
点
が
春
の
京
都
に
集
う

「
究
極
の
モ
ネ
展
」
で
す
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

３
月
７
日（
金
）～
６
月
８
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般

２
０
０
０
円

大
高
生　
１
４
５
０
円

小
中
生　
　
７
５
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

音
楽

新
・
超
絶
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
華
麗
な
響

き
と
、
煌
び
や
か
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
織
り
な
す

壮
大
な
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
※
休
憩
な
し
60
分
公
演

オ
ル
ガ
ン　
大
木
麻
理

曲
目　

２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
、

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
、
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ

ビ
ア
ン
、
イ
ン
デ
ィ
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
、E.T.　
他

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

１
月
24
日
（
金
）
19
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
２
７
０
０
円

全
席
指
定

中
村
雅
俊
コ
ン
サ
ー
ト　

50 

th 

Ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｒｙ
～
反
省
記
～

　

中
村
雅
俊
芸
能
生
活
50
周
年
。

心
ふ
れ
あ
う
特
別
な
時
間
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

２
月
２
日
（
日
）
15
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
６
３
０
０
円

全
席
指
定

辛
島
美
登
里
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ

２
０
２
５
～
始
ま
り
の
音
～

　
澄
み
渡
る
、
や
わ
ら
か
で
心
に

響
く
や
さ
し
い
歌
声
を
ぜ
ひ
。

ピ
ア
ノ　
扇
谷
研
人

曲
目　
サ
イ
レ
ン
ト
・
イ
ヴ
、
笑
顔

を
探
し
て
、
愛
す
る
こ
と

他

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

２
月
22
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
２
９
０
０
円

全
席
指
定

熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
２
０
２
５

　
日
本
を
代
表
す
る
ソ
リ
ス
ト
３

人
を
迎
え
て
、
ブ
ル
ッ
フ
、
シ
ュ

ー
マ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
に
よ
る
ド

イ
ツ
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
協
奏

曲
３
曲
を
一
気
に
演
奏
し
ま
す
。

指　
揮　
現
田
茂
夫

ソ
リ
ス
ト　
南
紫
音
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　
　
佐
藤
晴
真
（
チ
ェ
ロ
）

　
　
　
　
上
原
彩
子
（
ピ
ア
ノ
）

管
弦
楽　
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交

響
楽
団

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

２
月
24
日
（
月
休
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
７
２
０
０
円

全
席
指
定

尾
崎
未
空
＆
小
林
海
都

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ

13
歳
で
リ
サ
イ
タ
ル
デ
ビ
ュ
ー

し
た
尾
崎
と
、
世
界
最
難
関
と
い

わ
れ
る
リ
ー
ズ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
内
田
光
子
以
来
46
年

ぶ
り
に
２
位
を
受
賞
し
た
小
林
。

珠
玉
の
才
能
を
持
つ
新
世
代
の
響

き
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

曲
目　
ミ
ヨ
ー
：
ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
２
台
の
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

３
月
１
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
７
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
の
呈

示
で
５
０
０
円
返
金

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ワ
イ
ル
ド
・
グ
レ
イ

　
３
人
の
俳
優
と
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ

ロ
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
旋
律
で
描
か

れ
る
韓
国
発
の
衝
撃
作
。

演
出
・
上
演
台
本　
根
本
宗
子

出
演　
平
間
壮
一
、
廣
瀬
友
祐
、

　
　
　
福
山
康
平

森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル

２
月
15
日
（
土
）
17
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
１
０
０
０
０
円

全
席
指
定

演
劇

Ｊ
ａｐ
ａ
ｎ
Ｔ
ｈｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
」

展
覧
会

イ
ド

ガ
イイイ
ド
イ
ガガ

ケ
ッ
ト
・
ガ

ケ
ッ
ト
・・
ガ

ト

チ
ケ
チチ
ケ
チチ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

クロード・モネ《睡蓮》1916-1919年頃 油彩／
カンヴァス　マルモッタン・モネ美術館、パリ
©musée Marmottan Monet
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安
倍
晴
明
の
世
界
を
日
本
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
舞
台

化
！
平
安
時
代
の
陰
陽
師
・
安
倍

晴
明
と
、
都
を
守
る
四
神
を
軸
に

し
た
舞
台
作
品
で
す
。

出
演　
市
川
團
十
郎

　
　
　
嶋
﨑
斗
亜
（Lil

か
ん
さ
い
）

オ
リ
ッ
ク
ス
劇
場

２
月
22
日
（
土
）
17
時
開
演

取
扱
料
金　
一
等
席　
1
１
４
０
０
円

全
席
指
定

古
典
芸
能

春
秋
座
―
能
と
狂
言

プ
レ
ト
ー
ク
あ
り

狂
言
：『
宗
論
』

　
　
　
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎

能　
：『
二
人
静　
立
出
之
一
声
』

観
世
銕
之
丞
、
観
世
淳
夫

片
山
九
郎
右
衛
門　
他

京
都
芸
術
劇
場　
春
秋
座

２
月
８
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般
６
７
５
０
円

学
生
ユ
ー
ス（
25
歳
以
下
）
２
２
５
０
円

全
席
指
定

落
語

桃
月
庵
白
酒　
独
演
会

　
心
地
よ
い
語
り
口
と
ギ
ャ
グ
満

載
の
現
代
的
セ
ン
ス
で
演
じ
る

〝
洗
練
さ
れ
た
古
典
〟
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

１
月
25
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
３
３
０
円

全
席
指
定

柳
家
喬
太
郎
独
演
会　
夕
の
部

　
話
芸
の
新
た
な
可
能
性
を
期
待

さ
せ
続
け
る
、
喬
太
郎
ワ
ー
ル
ド

を
お
楽
し
み
に
。

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

２
月
15
日
（
土
）
17
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
４
２
０
円

全
席
指
定

〈
年
末
年
始
の
発
送
の
お
知
ら
せ
〉

※
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
の
年
内
最
終
発
送
は
、
12
月

23
日（
月
）締
切
、
12
月
25
日（
水
）発
送
で
す
。
12

月
24
日（
火
）～
１
月
６
日（
月
）申
込
分
は
１
月
８

日（
水
）に
発
送
し
ま
す
。

梅本　敏彦
（退教互　宮与支部）

絵画

　古都・奈良の秋を題材に
したいと足が棒になるほど
歩き回っているときに、奈
良ホテル横の荒池にたどり
着きました。ここから朱色
に染まった木々の葉の間に
興福寺の五重塔が垣間見
え、一瞬でここを描こうと
決めました。
　完成間際になり、物足り
なさを感じてスパッタリン
グ（霧吹き）を使って、全
体の色の調和を図りました。

　
第
89
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
は
じ

め
、
数
々
の
映
画
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の

海
』。
主
人
公
モ
ア
ナ
は
近
年
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
を
代
表

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
と
り
と

な
っ
た
。
そ
し
て
今
年
、
そ
の
続

編
と
な
る
『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の
海

２
』
が
封
切
り
。
海
と
特
別
な
絆

を
持
つ
少
女
モ
ア
ナ
の
壮
大
な
冒

険
か
ら
３
年
、
人
間
を
憎
む
神
に

か
け
ら
れ
た
呪
い
を
解
く
た
め
に

再
び
航
海
へ
と
繰
り
出
す
…
。

　
作
家
・
柚
木
麻
子
の
小
説
を
映

画
化
し
た
『
私
に
ふ
さ
わ
し
い
ホ

テ
ル
』。
新
人
賞
を
受
賞
し
た
も

の
の
、
大
御
所
作
家
の
酷
評
に
よ

り
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
不
遇
の
新
人

女
性
作
家
が
、
権
威
と
し
が
ら
み

だ
ら
け
の
文
学
界
を
の
し
あ
が
っ

て
い
く
…
。
の
ん
演
じ
る
主
人
公

の
激
し
く
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
奮

闘
に
、
驚
い
て
、
笑
え
て
、
元
気

を
も
ら
え
る
〝
痛
快
逆
転
〟
映
画
。

　
『
私
に
ふ
さ
わ
し
い
ホ
テ
ル
』
で

元
気
に
な
っ
た
あ
と
は
、
年
末
ら

し
く
ほ
っ
こ
り
す
る
映
画
を
紹
介
。

『
希
望
の
か
な
た
』『
枯
れ
葉
』
で

知
ら
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
名
匠

ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
が
作
っ
た

映
画
館
の
完
成
ま
で
の
様
子
と
町

の
人
々
を
映
し
出
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
『
キ
ノ
・
ラ
イ
カ
小

さ
な
町
の
映
画
館
』
だ
。
カ
ウ
リ

ス
マ
キ
は
あ
く
ま
で
労
働
者
と
し

て
登
場
す
る
だ
け
だ
が
、
映
画
全

体
が
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
映
画
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
踏
襲
し
、
人
と
人
が
交

流
す
る
空
間
の
豊
か
さ
と
生
活
に

映
画
館
が
あ
る
こ
と
の
素
敵
さ
が

映
し
出
さ
れ
る
。
年
内
の
締
め
く

く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
一
作
だ
。

　
『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の
海
２
』
は

６
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二

条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ

ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都

桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
、
福
知

山
シ
ネ
マ
、
舞
鶴
八
千
代
館
に
て
、

『
私
に
ふ
さ
わ
し
い
ホ
テ
ル
』
は

27
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二

条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ

ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都

桂
川
に
て
、『
キ
ノ
・
ラ
イ
カ
小

さ
な
町
の
映
画
館
』
は
27
日
か
ら

京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『キノ・ライカ 小さな町の映画館』
© 43eParallele

月
曜
日
締
切　
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ

１
０
８
０
円

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ
ス
・

関
西
２
０
２
４

９
６
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
参
照

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト年間取扱

チケット
申込みは
こちら
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か
は
画
一
的
に
判
断
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
当
該
意
思
表
示
が

簡
単
で
判
断
の
し
や
す
い
内
容
で

あ
る
の
か
、
複
雑
で
判
断
の
難
し

い
内
容
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
個
別

的
に
判
断
さ
れ
ま
す
。
単
純
な
贈

与
や
遺
言
、
あ
る
い
は
養
子
縁
組

な
ど
の
身
分
行
為
に
つ
い
て
は
、

意
思
能
力
を
有
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
仮
に
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
意
思

能
力
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
進

行
性
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
つ
い
て
、
高
度
（
重
度
）
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
意
思
能
力

は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
が
、
中

程
度
の
場
合
は
、
意
思
表
示
の
種

類
に
応
じ
て
意
思
能
力
の
有
無
が

判
断
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
の
発
症
、
そ
し
て
進
行

の
度
合
い
に
即
し
て
次
の
対
処
を

検
討
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

弁
護
士　
小
笠
原　
伸
児

（
京
都
法
律
事
務
所
）

物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

　
私
も
古
希
を
過
ぎ
て
、

や
や
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
認
知
症
と
は
診
断

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
す
ぐ

に
何
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
０

２
５
年
に
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に

な
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
認
知

症
の
増
加
に
伴
い
、
認
知
症
高
齢

者
の
意
思
能
力
の
有
無
に
よ
っ
て
、

身
上
介
護
や
財
産
管
理
が
重
要
な

問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
と
い
う

の
は
、
民
法
は
、
意
思
能
力
を
有

し
な
い
者
の
意
思
表
示
は
無
効
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
意
思
能
力
を

喪
失
し
た
と
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
の
身
上
介
護
や
財
産
管
理
に
関

す
る
契
約
が
法
的
に
は
無
効
に
な

る
か
ら
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
認
知
症
高
齢
者
が

意
思
能
力
を
有
し
な
い
の
か
ど
う

A Q

　
家
事
を
こ
な
す
秘
訣

ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
家
事
を

す
る
と
、
面
倒
な
こ
と
で
も
い
つ

の
間
に
か
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
特

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朗
読
の
時
間
が
好
き

で
す
。
優
し
い
上
手
な
声
で
文
学

を
聴
く
と
心
が
い
つ
の
間
に
か
澄

み
切
り
ま
す
。

　
左
京
北
支
部　
北
村　
敬
子

　
孫
の
成
長
は
分
か
る
け
ど
…

　
孫
の
運
動
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
に
帰
省
し
て
い
た
の
で
、

覚
え
て
い
て
く
れ
て
い
る
と
は
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
三
人
三

様
の
成
長
の
早
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
は
な
か
な
か
成
長

が
認
識
で
き
な
く
て
、
よ
く
怒
り

な
が
ら
教
え
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

「
賢
く
な
っ
た
ね
」
と
誉
め
て
い

る
と
、
娘
か
ら
「
私
は
お
母
さ
ん

か
ら
そ
ん
な
言
葉
は
聞
い
た
覚
え

が
無
い
」
と
文
句
を
言
わ
れ
ま
し

た
。

右
京
支
部　
西
本　
経
子

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用

　
終
活
の
一
つ
断
捨
離
。
ま
だ
使

え
る
か
も
の
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
に
持
ち
込
み
ま
す
。
売
れ

る
金
額
は
少
し
な
の
で
す
が
、
誰

か
が
使
っ
て
く
れ
る
と
思
う
と
罪

悪
感
が
う
す
く
な
り
ま
す
。
け
ど

中
々
家
の
中
は
ス
ッ
キ
リ
と
は
片

付
い
て
見
え
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

途
中
と
言
う
事
で
す
ね
。

他
府
県
滋
賀　
青
山　
久
爾
子
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
世
界
中
に
夢
を
届
け
る

●
タ
テ
の
カ
ギ

1

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
今

年
は
12
月
21
日

2

イ
ギ
リ
ス
の
都
市
「
倫
敦
」

3

別
名
を
オ
カ
マ
コ
オ
ロ
ギ
と

も
い
う
バ
ッ
タ
の
仲
間

4　
立
つ
鳥
が
濁
さ
な
い
も
の

５　
井
戸
の
ふ
ち
を
「
井
」
の
字

形
に
組
ん
だ
木
の
枠

8　
何
も
履
い
て
い
な
い
足

10　
世
間
の
論
争
を
引
き
起
こ
す
。

何
を
か
も
す
？

12　
干
支
で
い
う
と
「
午
」
の
方

角
13　
人
魚
姫
は
、
最
後
に
海
の
―

―
と
な
り
ま
し
た

14

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
、
眠

る
前
に
枕
元
に
下
げ
よ
う

1６
「
山
茶
花
」
と
書
く
冬
の
花

18　
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
者
、
マ

ル
テ
ィ
ン
・
―
―

19　
様
々
な
違
い
が
あ
る
と
い
う

意
味
の
四
字
熟
語
、
―
―
万
別

21　
２
０
２
５
年
の
干
支
の
動
物

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

ロ
シ
ア
の
３
頭
立
て
の
馬
車

4

光
源
氏
の
最
初
の
正
妻
、
―

―
の
上

６　
―
―
を
天
に
任
せ
る

7　
船
の
帆
柱
の
こ
と

9　
人
の
出
入
り
を
感
知
し
て
開

閉
す
る
扉

10　
わ
ら
、
木
、
レ
ン
ガ
の
家
が

出
て
く
る
童
話
「
３
匹
の
子
―

―
」

11　
草
木
も
眠
る
―
―
時

14　
疲
れ
が
た
ま
る
と
目
の
下
に

で
き
て
し
ま
い
ま
す

1５　
大
島
、
片
平
、
渋
谷
と
い
え

ば
共
通
の
名
前
は
？

17　
日
本
語
で
は
円
舞
曲

19　
芭
蕉
の
句
。
閑
さ
や
岩
に
し

み
入
る
―
―
の
声

20　
乗
法
は
か
け
算
、
加
法
は
？

21　
正
四
面
体
に
は
６
つ
あ
り
ま

す
22　
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
2
番
目

23

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
神

を
称
え
る
歌

　
左
京
南
支
部
が
10
月

支
部
行
事
と
し
て
、「
老

化
を
防
ぐ
筋
ト
レ
」
と

題
し
て
体
験
講
座
を
開
催
。
は
じ

め
に
、「
老
化
」
と
「
筋
肉
（
筋

力
）」
に
つ
い
て
ミ
ニ
学
習
を
し

た
後
、
自
宅
の
フ
ロ
ア
で
で
き
る

簡
単
な
筋
ト
レ
の
実
技
講
習
を
行

っ
た
。
最
近
は
、
ど
の
分
野
で
も

横
文
字
が
使
わ
れ
、「
何
？
」
と

思
う
こ
と
が
多
い
▼
フ
レ
イ
ル
＝

『
加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え

た
状
態
』、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
＝
『
加

齢
に
よ
る
筋
肉
量
・
筋
力
の
低

下
』、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
＝『
運
動
器
症
候
群
』
な
ど

要
介
護
に
至
る
ま
で
の
身
体
の
状

態
を
示
す
。
年
齢
や
体
力
に
応
じ

て
適
切
な
運
動
や
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
サ
イ
ク

ル
の
悪
循
環
を
予
防
し
た
り
、
回

復
が
図
ら
れ
る
▼
そ
の
こ
と
を
期

待
し
て
行
わ
れ
た
体
験
講
座
、
参

加
者
の
中
に
は
、
翌
日
軽
い
筋
肉

痛
を
感
じ
た
人
も
い
る
。
間
違
い

な
く
筋
ト
レ
が
作
用
し
て
い
る
証

し
で
あ
る
。
筋
肉
痛
が
治
ま
っ
て

再
開
す
れ
ば
、
筋
力
ア
ッ
プ
は
間

違
い
な
し
。「
筋
肉
は
裏
切
ら
な

い
」
の
こ
と
ば
を
信
じ
て
、
か
ら

だ
と
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
、

何
と
か
続
け
た
い
も
の
だ
。
健
康

寿
命
を
少
し
で
も
延
ば
す
た
め
に
。

　
（
松
橋
）

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切12月末日必着
（正解・呈賞者は2月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互
助組合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等
で応募してください。
＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあり
ます。掲載不可の場合はその旨をお書き添え
ください。

応募はこちらから

Googleフォーム
に変更しています。
返信メールは届き
ません。

11月号掲載の「9月号当選者」のうち、戸田清治（東支部）様の当選は誤りでした。お詫びして訂正いたします。

クロスワードクイズ
10月号の答え：「菊人形」キクニンギョウ

（応募者547名中、 正解者547名）

☆ 10月号の解答図

▼ 10月号当選者（敬称略）
牧野　洋一（北支部）
篠原　宏美（中京支部）
北村　美香（西京支部）
園部　久美（左京北支部）
植木　美樹（左京南支部）
山田　典男（東支部）
大島　祐子（伏見支部）
西村美知子（伏見支部）
走井　秀子（深草支部）
衣笠　登志恵（醍醐支部）
伊坂　美代子（乙訓支部）
出江　明美（宇治東支部）
市川　信也（宇治西支部）
林　　康宏（城久支部）
市場　孝行（山城北支部）
宇野　律子（山城北支部）
谷村　惠巳子（山城南支部）
福井紀代子（亀岡支部）

安井真奈美（船井支部）
平岡　知代（福知山支部）
稗田　洋子（舞鶴支部）
嶋崎　明子（宮与支部）
迫田宇多子（宮与支部）
松本智栄美（京丹後支部）
村西三千代（他府県石川）
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　相性の良い食材で、お互いの良さを引き出す料理
を「であいもん」と言います。京都では季節に合わ
せていろいろな「であいもん」が作られてきました。
　冬の「であいもん」に欠かせないのが九条ねぎで
す。白ねぎに比べてビタミンＡ（カロテン）を多く
含み、鼻やのどなどの粘膜を守ってくれます。霜が
降りると葉の中に「あん」を蓄え甘味も増すので、
たっぷりと食べたい冬の野菜のひとつです。
　今回は、青ねぎと相性の良い旬の鱈を合わせて、
冬の「であいもん」のすまし汁を紹介します。かつ
おだしを効かせて作ると、上等の一品になります。
京都の家庭でよく作られてきた「おばんざい＊」です。
　冬の野菜の代表格といえば、大根があげられるの
ではないでしょうか？千本釈迦堂や鳴滝了徳寺など
の「大根焚き」は冬の風物詩として有名です。「関
東煮」「ふろふき大根」など、煮て食べることが多
い大根ですが、今回は敢えて「切り干し大根」を使

切り干し大根と京水菜のシャキシャキパリパリサラダ

◎材料（２人分）
・鱈（生）　　 ２切れ（約200g）
・塩（分量外） 小さじ 1/2
・九条ねぎ　 ２本
・かつおだし　400ml
・料理酒　　 大さじ１
・塩 ひとつまみ（1g）
・薄口醤油　 小さじ1/2弱
・とろろ昆布　適量

鱈と九条ねぎのすまし汁

いました。
　切り干し大根はカルシウム・鉄・食物繊維などの
栄養価が高く（下表を参照）、保存がきく、調理の
手間も省けるというスーパーフードなので、是非と
も日常使いしていただきたいと思います。多く含ま
れる食物繊維で「腸活」を、さらに、加熱せずに生
で使うので、しっかり噛めて「脳活」もねらえます。
京水菜と一緒にサラダにしました。パリパリ、シャ
キシャキと噛む音も楽しんでください。

（切り干し大根と生の大根との栄養価比べ）
たんぱく質 食物繊維 カルシウム 鉄

生の大根100g 0.4g 1.3g 23mg 0.2g
切干大根25g
（戻すと100g）

2.4g
（ 6倍）

5.3g
（4.1倍）

125mg
（5.4倍）

0.8g
（ 4倍）

（８訂日本食品成分表より作成）

大根は干すことで栄養価アップ！

・鱈（生）　　 ２切れ（約200g）

◎作り方
①鱈に塩をし、しばらく置く。
②ねぎを小口切りにする。
③①をペーパータオルで水分をふき取り、だし汁に入
れる。
④鱈に火が通ったら、料理酒、塩、醤油で調味し味を
整え、ねぎを加える。
⑤椀に盛り、とろろ昆布をのせる。

◎材料（２人分）
・切り干し大根 20g
・水菜 50g
・ツナ缶　　　 70g（小1缶）
・りんご　　　 1/4個（50g）
調味料
・薄口醤油、酢   各大さじ１
・ごま油　　　 小さじ１
・すりごま　　 小さじ１

◎作り方
①切り干し大根をひたひたの水でもどす。
　（戻す前に料理バサミで短く切っておくと絡まりに
くく和えやすい）
②水菜を洗い、2センチに切る。
③りんごは 5ミリ幅のいちょう切りにする。
④ボールに水を絞った切り干し大根とツナ缶、りんご、
水菜を入れて、軽く混ぜ合わせる。
⑤調味料を混ぜ合わせて、④にかけ混ぜる。
⑥器に盛って、すりごまをかける。

＊おばんざい…京都で昔から食べ継がれてきた家庭料理のこと。料理研究家で随筆家の大村しげさん（1918～1999）がこの名称を定着させた。

①切り干し大根をひたひたの水でもどす。

【切り干し大根作りにチャレンジしてみませんか？】
　大根は大きいものを買うと使いきれなかったり、畑で沢山とれたりして困られたことは
ありませんか。そんな時には是非「自家製の切り干し大根」を作ることをお勧めします。
千切りにして（スライサーでしても簡単です）平ざるに広げて干すのが一般的ですが、重
なってしまうとカビが生えることが心配です。大根を重ならないように干すために、タコ
足のように切って、糸を通してぶら下げて干します。太い切り干し大根もおいしいですよ。
乾燥していく様子を見るのも楽しく、干しあがったものを戻さずそのまま噛んで食べるの
もおいしいです。甘味とうま味が口中に広がって何とも言えない素朴な味がうれしいです。 ＊かつて栄養教諭の時子どもたちと作りました
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